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現 代 大 学 教師 の 力 量 形 成
クヴァイス氏講演 「ドイツにおける大学教育の構造、諸問題及び改革動向」 によせて
マス ・プ ロ化 した現代の大学教師には、どのよ うな能力が求め られるのか。
現代 の大学教師には、多様な力量が求め られている。少 し考えただけでも、①専門学問
にかかわ る研究能力、②担 当す る科 目や学問を、学生の理解力にあわせて、わか りやす く、
す じみちをたてて教え、学生の人格形成や持 って生まれ た才能 を引 き出す能力、③大学や
学部な どの組織運営を担 う力(自 治の精神)、この3つ の能力はす ぐ思いつ く。その他に、
社会的な仕事(た とえば、省庁 ・都道府県の委員 を引き受けることや、 自治会やPTAな ど
を担い組織を動かす)を こな してい く能力 もこのなかに入れ てもよいであろ う。 このよ う
に、多様 である。
学生の立場 からみ たばあい、大学教師 の任務 は、学生 にものを考える知的修練 ・思考訓
練を施す ことにあ る。教育 とい う側面か らみれ ば、教育 とは一見関係ないよ うにみえる研
究 も、教師個人に とっては知的修練の最前線 と言 えよう。 大学教師の究極 の任務は、就職
のせわで もな く、人生問題の相談にのることで もな く、結婚式 の仲人 をす ることでもない。
学生に学問的思考訓を、責任をもって施す こと、 これ以外 にない。その他 のことは、大切
なこ とではあるが、付加的な価値 しかもたず、本質ではない。
大学教 師の大部分は 自分の職業の本性や属性 を知 る必要があろ う。 ところが、大学教師
が一番知 らないことは、大学教師 とい う職業 についてである。 専門職 業 と考 えられている
に もかかわ らず資格が不要な こと、 どの よ うな歴史的背景 をもった職業 なのか、法的規定
は どうなっているか、国立大学の教授 と私立大学の教授 は、全 く同 じと考 えて よいのか、
ちが うとすれ ばどこが どうちが うのか、大学 には 自治や学問の 自由が保障 され ているが、
それは、いかなる歴史的事実を うけて形成 されてきたのか、法的背景はあるのかないのか、
この職業の特性は何かetc→といった問題にスラスラと答える大学教師は、ほ とん どいない
と断言 してよい。 なかには、 こうい うことす ら全 く考 えたことのない 「オメデタイ」人 も
いるだろ う。それで も務まる職業なのである。
無知 な教師ほど、 「君たちが僕の授業 を理解できないのは、要するに君た ちに理解す るだ
けの力がないか らだ。 ぼ くは悪 くない」 と放言 した り、半分以上休講に した り、全 くわけ
のわか らない 自閉症的 な授業 を した り、少 し良識や知識 のある人な ら絶対に しない ことを
や って しま う。いや、知 らない方が、オメデ タクて幸せか も知れない。無知であれば、悩
まな くてすむか ら。
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私たち大学教師は、実に様々な形態で、学生に教 えている。主な形態 は、①講義(教 材
の組み立て方、導入 ・展開 ・終結 を考える)、 ②講読(史 籍講読 、外書講読)、③ ゼ ミナ
ール においては討論(あ るテーマについて 自由に討論す る。立場 を決めて、論争す る授 業
形態)や 演説(学 生があるテーマについて発表 して質疑応答 をす る。テ ーマの決 め方、資
料収集や発表準備の しかたなどもこれに入る)を させ る、④実験(工 業、化学、農業な ど)、
⑤実習(教 育実習、地理実習、海洋実習、解剖実習な ど)、⑥教育メデ ィア(VTR、OHP、
コンビュターな ど)を 使 った授業 ・模擬体験 などである。
ところが、 日本の大学教師は、養成のプロセスで、いかに教 えるか とい う教授学的な訓
練 を全 く受 けない。 したがって、たいていの学生を悩ませ る授業をす る。学生の悩み を少
し聞いてみ よう。
① 「一年間、予備校に通っていま したので、 ど うして も大学の授業 と予備校の授業 を比
べて しまいま した。大学教授の授業は整理 されてな く、わか りにくい専門用語 を解説 な し
で多用す るので何が言いたいのかわか りませ んで した。 さらに黒板 を使 わず 、単調 な話 し
方でた らた らと授業 をす るのです ぐに眠 くな りま した。 さらに予備 校講師 と比べて大学教
授 は(お 忙 しい とは思いますが)授 業に対す る熱意 とい うものが感 じられ ませ んで した。」
② 「まず話 をわか りやす くす るために具体例 を多 くあげてほしい ことと、声 を大 きく、
できれば学生に向かって話 しかけるよ うに講義 してほ しいです。
また、僕は怠慢な性格なので、教師の言っていることをノー トにとるのはめん どうなので、
教師は、授業の内容を整理 して黒板 に書いてほ しいです。最後に教師は、面 白い授業を し
なくて もいいので、熱 心に授業 をしてほ しい と思います。熱意が伝 われば、や る気のある
生徒 はついていきます。」
③ 「どの授業 をみて も、教師が生徒の興味 ・関心な どを無視 して一方的に講義 を進めて
いる傾 向があ る。 ほとん ど独演会になって しまってお り、教師と生徒が対話 を通 して考え
深 めてい くとい うこ とがない。大教 室で大人数を相手に しての授業 な らば仕 方ないが、人
数が少な くて もそ うである。教師は如何に した ら生徒の興味を喚起 できるかに留意 し、生
徒 と十分な コミュニケー シ ョンをと りつつ授業 を進 めてい くべ きだ と思 う。」
これ らの事例 は、われ われ大学教 師に、痛烈な反省を促す。そ して、やは り大学教師 も
教授技術について、本格的に勉強 しなければな らないとい う気持 ちにさせ る。
クヴァイ ス氏の講演 「ドイツにおける大学教育の構造 、諸問題及 び改革動向」は、ま さ
にこ うしたニーズに応えてくれ るものであった。 とりわけ、「担当する科 目や学 問を、学生
の理解力にあわせ て、わか りやす く、す じみ ちをたてて教 え、学生の人格形成や持 って生
まれた才能 を引き出す能力」のかかわるものであった。 それだけに とどま らず 、 日本の大
学のモデル の一つ となった ドイツの大学改革 はどの方向にいこうとしているのか、 ドイ ツ
における大学教師の養成は現在 どうなってお り、将来 ど うい う方向に行 こうとしているの
か、大学教師 になってか ら、力量形成のためにどの ようなプ ログラムが用意 されているの
か、その内容 はどの ような ものなのか、 といったわれわれの切実な疑問に十分応 えて くれ
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る内容 を含 んでい るものであった。
大切 な こ とは、私 たち 日本 の大学 の教育現実 をふ まえて、問題意識を もって外国の授 業
工夫の事例 を学 び、私 たちの 日常の教育 に活用す る、生かす、実践す ることにほかならな
い。(2001年3月28日記)
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